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は
じ
め
に

本
稿
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
の
ポ
ー
ゼ
ン
州
議
会
に
お
け
る
「
特
別
業
務
」
に

つ
い
て
扱
う
。

同
時
期
の
ポ
ー
ゼ
ン
州
議
会
の
「
通
常
業
務
」
に
つ
い
て
は
、
州
火
災
保
険
組

合
、
州
共
済
金
庫
に
焦
点
を
当
て
、
す
で
に
別
稿
で
扱
っ
て
い
る（

（
（

。
本
稿
で
は
、

別
稿
に
お
け
る
分
析
の
結
果
浮
か
び
上
が
っ
た
第
一
次
世
界
大
戦
期
に
特
有
の
業
務

に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
具
体
的
に
扱
う
の
は
、
州
長
官
の
開
会
宣
言
演

説
、
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
博
物
館
（H

indenburg=M
useum

）、
戦
時
共
済
金
庫

（K
riegshülfskasse

）
の
三
つ
と
な
る
。

筆
者
は
、
一
八
二
七
年
の
第
一
回
か
ら
一
九
一
八
年
の
第
四
九
回
に
お
よ
ぶ
ポ
ー

ゼ
ン
州
議
会
を
以
下
の
よ
う
に
時
期
区
分
を
し
た
。
①
一
八
二
七
年
か
ら
一
八
四
五

年
（
第
一
回
か
ら
第
七
回
）、
②
一
八
五
一
年
か
ら
一
八
五
六
年
（
第
八
回
か
ら
第

一
一
回
）、
③
一
八
六
一
年
か
ら
一
八
七
五
年
（
第
一
二
回
か
ら
第
一
八
回
）、
④
一

八
七
六
年
か
ら
一
八
八
八
年
（
第
一
九
回
か
ら
第
二
四
回
）、
⑤
一
八
八
九
年
か
ら

一
九
一
三
年
（
第
二
五
回
か
ら
第
四
五
回
）、
⑥
第
一
次
世
界
大
戦
期
（
第
四
六
回

か
ら
第
四
九
回
）
の
六
期
と
い
う
区
分
で
あ
る
。

ポ
ー
ゼ
ン
州
議
会
は
、
一
般
ラ
ン
ト
行
政
法
が
導
入
さ
れ
た
一
八
八
九
年
か
ら
制

度
的
に
は
変
化
は
な
く
、
結
果
と
し
て
最
終
的
な
も
の
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
第
六

期
で
あ
る
第
一
次
世
界
大
戦
期
に
関
し
て
は
、
制
度
的
に
は
第
五
期
と
変
化
は
な

い
。
そ
こ
で
、「
通
常
業
務
」
で
あ
る
に
関
し
て
州
火
災
保
険
組
合
、
州
共
済
金
庫

に
関
し
て
は
、
第
六
期
に
つ
い
て
も
す
で
に
別
稿
で
論
じ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
期

の
州
共
済
金
庫
の
運
営
を
確
認
し
た
際
、
一
九
一
八
年
の
第
四
九
回
州
議
会
に
示
さ

れ
た
一
九
一
六
年
度
の
会
計
報
告
に
お
い
て
、
戦
争
公
債
に
八
〇
〇
万
マ
ル
ク
以
上

が
支
出
さ
れ
て
お
り
、
ポ
ー
ゼ
ン
州
議
会
が
戦
争
遂
行
に
協
力
し
た
こ
と
を
示
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
稿
は
、
戦
争
遂
行
の
過
程
で
初
め
て
生
じ
た
特
有
の
課
題

を
扱
う
。

本
稿
で
対
象
と
す
る
第
一
次
世
界
大
戦
期
の
州
議
会
は
、
第
四
六
回
か
ら
第
四
九

回
の
四
回
で
あ
る
。
会
期
は
そ
れ
ぞ
れ
、
四
六
回
が
一
九
一
五
年
三
月
二
一
日
か
ら

二
二
日
の
二
日
間
、
四
七
回
が
一
九
一
六
年
三
月
一
二
日
か
ら
一
四
日
の
三
日
間
、

四
八
回
が
一
九
一
七
年
三
月
四
日
か
ら
六
日
の
三
日
間
、
四
九
回
が
一
九
一
八
年
三

第
一
次
世
界
大
戦
期
の
ポ
ー
ゼ
ン
州
議
会

割
　
　
田
　
　
聖
　
　
史
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月
一
〇
日
か
ら
一
三
日
の
四
日
間
で
あ
り
、
戦
前
に
比
べ
て
短
い
も
の
と
な
っ
て
い

る（
（
（

。
Ⅰ
、
州
議
会
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
に
よ
る
開
会
宣
言
演
説

本
節
は
、
州
議
会
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
で
あ
る
州
長
官
（O

berpräsident

）
に
よ
る
開

会
宣
言
演
説
を
取
り
上
げ
る（

（
（

。

州
長
官
の
開
会
宣
言
演
説
は
、
第
一
回
州
議
会
（
一
八
二
七
年
）
か
ら
第
八
回
州

議
会
（
一
八
四
五
年
）
ま
で
に
つ
い
て
は
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
独
立

し
た
項
目
と
し
て
は
記
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
第
九
回
州
議
会
（
一
八
五
二
年
）
以
降

か
ら
独
立
し
た
項
目
と
な
る（

（
（

。

州
議
会
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
の
開
会
宣
言
演
説
全
体
の
特
徴
と
し
て
は
、
そ
の
州
議
会

で
課
題
と
な
る
事
項
に
つ
い
て
簡
潔
に
触
れ
る
だ
け
の
も
の
で
、
長
大
な
演
説
と
い

う
こ
と
は
な
く
、
ま
た
、
時
世
に
触
れ
る
も
の
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
の
た
め
、
筆

者
は
、
従
来
の
論
考
に
お
い
て
、
州
議
会
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
の
演
説
を
特
段
に
取
り
上

げ
て
は
こ
な
か
っ
た
。

例
外
は
、
一
八
六
八
年
に
開
催
さ
れ
た
第
一
五
回
州
議
会
で
、「
一
八
六
六
年
の

戦
争
」
の
勝
利
と
ポ
ー
ゼ
ン
州
も
北
ド
イ
ツ
連
邦
の
一
員
と
な
っ
た
に
つ
い
て
触
れ

ら
れ
て
い
る（

（
（

。
ま
た
、
一
八
七
一
年
の
第
一
六
回
州
議
会
の
演
説
で
は
、
ポ
ー
ゼ

ン
州
に
は
「
プ
ロ
イ
セ
ン
国
家
の
他
州
に
は
な
い
多
く
の
深
い
対
立
」
が
あ
る
が
、

「
時
が
た
て
ば
」
対
立
は
収
ま
り
、「
私
た
ち
の
慈
悲
深
き
国
王
・
皇
帝
陛
下
へ
の
変

わ
る
こ
と
の
な
い
忠
誠
と
い
う
統
一
点
」
に
達
す
る
だ
ろ
う
、
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
創
設
の
際
の
ポ
ー
ゼ
ン
州
に
お
け
る
対
立
に
つ
い
て
示

唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
具
体
的
な
こ
と
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い（

（
（

。

こ
れ
に
対
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
州
議
会
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
の
演
説
は
分
量
が

増
え
、
時
事
、
特
に
戦
況
に
つ
い
て
触
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
点
で
対
照
的
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
州
議
会
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
で
あ
る
州
長
官
ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
ア
イ
ゼ

ン
ハ
ル
ト=

ロ
ー
テ
（H

ans von Eisenhart-R
othe

）
の
個
性
も
一
因
な
の
か
も
し

れ
な
い
が
、
ポ
ー
ゼ
ン
州
議
会
が
創
設
さ
れ
て
以
来
初
め
て
、
直
接
気
に
巻
き
込
ま

れ
た
戦
争
で
あ
っ
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

①
第
四
六
回
州
議
会

第
四
六
回
州
議
会
に
お
け
る
州
長
官
の
開
会
宣
言
演
説
は
、
一
九
一
五
年
三
月
二

一
日
に
行
わ
れ
た
。
前
回
の
第
四
五
回
州
議
会
は
、
一
九
一
三
年
三
月
二
日
か
ら
六

日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。
第
四
五
回
州
議
会
か
ら
第
四
六
回
州
議
会
の
間
に
、
第
一
次

世
界
大
戦
が
始
ま
っ
た
。

一
九
一
四
年
六
月
二
八
日
に
サ
ラ
イ
ェ
ヴ
ォ
事
件
が
起
こ
り
、
七
月
二
八
日
に

オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
セ
ル
ビ
ア
に
宣
戦
布
告
し
た
。
ロ
シ
ア
が
セ
ル
ビ
ア
を
支
持
し
て

軍
を
動
員
し
た
の
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
は
八
月
一
日
に
ロ
シ
ア
に
宣
戦
布
告
し
た
。

ド
イ
ツ
軍
は
シ
ュ
リ
ー
フ
ェ
ン
プ
ラ
ン
に
従
っ
て
、
ベ
ル
ギ
ー
を
通
っ
て
フ
ラ
ン
ス

へ
侵
攻
し
た
が
、
作
戦
指
揮
の
問
題
と
フ
ラ
ン
ス
軍
の
抵
抗
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
の
西

部
戦
線
は
一
一
月
以
降
は
塹
壕
戦
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
。

他
方
、
ロ
シ
ア
と
対
峙
す
る
東
部
戦
線
で
は
、
ド
イ
ツ
軍
は
八
月
末
の
タ
ン
ネ
ン

ベ
ル
ク
の
戦
い
、
九
月
の
第
一
次
マ
ズ
ー
リ
湖
攻
勢
で
勝
利
し
、
オ
ス
ト
プ
ロ
イ
セ

ン
に
侵
入
し
て
い
た
ロ
シ
ア
軍
の
大
半
を
撤
退
さ
せ
た
。
こ
の
戦
い
を
指
揮
し
た
の

が
、
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
（Paul von H

indenburg

）
と
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
（Erich 
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Ludendorff

）
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
一
五
年
二
月
に
は
、
第
二
次
マ
ズ
ー
リ

湖
攻
勢
に
勝
利
し
、
ロ
シ
ア
軍
を
オ
ス
ト
プ
ロ
イ
セ
ン
か
ら
撤
退
さ
せ
た
。

ポ
ー
ゼ
ン
州
に
関
し
て
い
え
ば
、
一
九
一
四
年
五
月
三
〇
日
に
、
前
任
の
州
長
官

で
あ
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
コ
プ
フ
（Philipp Schw

artzkopff

）
が
死
去

し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
第
四
六
回
州
議
会
に
お
け
る
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
で
あ
る
ア
イ

ゼ
ン
ハ
ル
ト
の
演
説
が
行
わ
れ
た（

（
（

。

ま
ず
、
冒
頭
で
、
前
任
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
コ
プ
フ
へ
の
哀
悼
が
示
さ
れ
た
。
続
い

て
、
遂
行
中
の
戦
争
の
意
義
が
主
張
さ
れ
た
。「
諸
君
、
こ
の
偉
大
で
重
大
な
と
き

に
諸
君
は
招
集
さ
れ
た
。
七
ヶ
月
以
来
、
ド
イ
ツ
は
世
界
史
が
認
識
す
る
厳
し
い
戦

い
の
な
か
に
あ
る
。
こ
の
戦
い
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
の
存
亡
が
か
か
っ
て
い
る
」。
そ

し
て
、「
ね
た
み
と
悪
意
の
世
界
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
の
英
雄
的
精
神
は
、
ド
イ
ツ

民
族
（Volk

）
の
存
在
・
偉
大
さ
・
文
化
を
防
衛
す
る
。
私
た
ち
の
軍
の
比
類
の
な

い
勇
敢
さ
に
よ
っ
て
、
敵
は
私
た
ち
の
国
の
い
か
な
る
と
こ
ろ
に
も
そ
の
足
跡
を
つ

け
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
」
と
ド
イ
ツ
優
位
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
そ
し

て
、「
境
界
が
二
度
も
ロ
シ
ア
の
数
百
万
の
軍
に
直
接
脅
か
さ
れ
た
オ
ス
ト
マ
ル
ク

で
は
、
私
た
ち
は
、
も
し
今
日
天
才
的
な
将
軍
が
い
な
け
れ
ば
、（
中
略
）
運
命
か

ら
私
た
ち
の
州
を
守
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
」
と
し
て
、
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
を

取
り
上
げ
る
。「
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
元
帥
―
ポ
ー
ゼ
ン
州
出
身
で
幼
少
期
を
過
ご
し

た
―
は
、
私
た
ち
の
尽
き
る
こ
と
の
な
い
感
謝
に
値
す
る
。
彼
の
名
前
は
、
ポ
ー
ゼ

ン
州
の
歴
史
に
永
遠
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
」
と
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
を
賛
美
し

た
。

次
に
、「
経
済
的
武
器
」
の
重
要
さ
が
訴
え
ら
れ
る
。「
戦
争
が
ラ
ン
ト
に
、
特
に

境
界
地
域
に
あ
る
私
た
ち
の
州
に
課
し
て
い
る
負
担
は
す
で
に
容
易
に
耐
え
ら
れ
な

い
も
の
で
あ
る
」
が
、「
ポ
ー
ゼ
ン
州
の
農
業
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
の
他
の
職
業
と
と

も
に
、
外
で
は
彼
ら
の
息
子
た
ち
の
血
を
、
内
で
は
全
財
産
を
祖
国
に
捧
げ
、
経
済

的
制
限
と
自
己
抑
制
に
協
力
す
る
」
こ
と
で
、「
ド
イ
ツ
民
族
の
自
由
な
発
展
を
保

証
す
る
和
平
ま
で
」
戦
争
遂
行
を
可
能
に
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、「
戦
争
負
傷
者
の
た
め
の
福
祉
や
彼
ら
の
職
業
可
能
性
の
促
進
」
が
将

来
的
に
問
題
と
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
次
に
「
ド
イ
ツ
民
族
の
経
済
的
抵
抗
力

（w
irtschaftliche W

iederstandsfähigkeit

）
の
維
持
と
強
化
」
の
た
め
に
、
戦
争
公

債
へ
の
協
力
が
呼
び
掛
け
ら
れ
た
。
経
済
面
で
は
、
州
生
命
保
険
機
構
で
の
戦
争
保

証
の
設
立
に
よ
り
、
戦
死
者
の
遺
族
を
近
親
者
の
死
後
の
懸
念
か
ら
守
る
こ
と
が
強

調
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
ポ
ー
ゼ
ン
と
ブ
ロ
ン
ベ
ル
ク
に
設
立
さ
れ
た
戦
争
信
用
金
庫

（K
riegskreditbank

）
に
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
万
マ
ル
ク
を
州
か
ら
移
譲
す
る
提
案
が
予

告
さ
れ
た
。

州
議
会
マ
ル
シ
ャ
ル
も
こ
れ
に
応
じ
て
開
会
宣
言
演
説
を
行
っ
た（

（
（

。

②
第
四
七
回
州
議
会

第
四
七
回
州
議
会
は
、
一
九
一
六
年
三
月
一
二
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
間
の
情
勢
で
あ
る
が
、
一
九
一
五
年
五
月
に
、
ド
イ
ツ
軍
は
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
軍
と
と
も
に
、
ガ
リ
ツ
ィ
ア
に
侵
入
し
て
き
て
い
た
ロ
シ
ア
軍
を

押
し
返
し
、
さ
ら
に
八
月
に
は
ロ
シ
ア
軍
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ク
ー
ア

ラ
ン
ト
か
ら
撤
退
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
九
月
に
は
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
、
ブ
レ
ス
ト
＝
リ

ト
フ
ス
ク
、
ヴ
ィ
リ
ニ
ュ
ス
な
ど
を
占
領
し
た
。
そ
し
て
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
を
首
都
と
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す
る
ワ
ル
シ
ャ
ワ
総
督
府
（G

eneralgouvernm
ent W

arschau

）
が
成
立
し
た
。

第
四
七
回
州
議
会
の
開
会
宣
言
演
説
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
一
九
一
六
年
三

月
一
二
日
に
行
わ
れ
た（

（
（

。

「
一
九
ヶ
月
以
上
、
我
ら
ド
イ
ツ
民
族
は
暴
力
的
な
生
存
戦
争
の
な
か
に
あ
り
、

流
血
の
戦
い
の
終
わ
り
は
ま
だ
予
知
で
き
な
い
」
が
、「
幸
福
な
出
口
ま
で
戦
争
を

貫
徹
す
る
」。「
戦
争
は
、
長
く
な
れ
ば
ま
す
ま
す
、
経
済
生
活
倦
怠
へ
深
く
侵
入

し
、
こ
こ
の
経
営
に
重
大
な
結
果
を
も
た
ら
す
」
こ
と
に
な
る
が
、「
私
た
ち
の
州

は
、
こ
の
戦
争
の
暴
力
的
経
験
が
課
す
国
家
に
対
す
る
義
務
を
心
得
て
い
る
」。
そ

し
て
、「
経
済
的
戦
争
に
お
け
る
貫
徹
と
勝
利
に
保
証
す
る
」
こ
と
に
な
る
た
め
、

住
民
、
特
に
生
産
に
携
わ
る
住
民
の
役
割
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。

次
に
、
戦
時
共
済
基
金
の
提
案
が
言
及
さ
れ
る
。
政
府
は
、「
戦
場
か
ら
故
郷
に

戻
っ
た
戦
士
は
、
軍
旗
の
下
へ
召
集
さ
れ
た
た
め
に
従
来
の
地
位
を
喪
失
し
、
農

業
・
商
業
・
手
工
業
的
職
業
の
崩
壊
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
信
用
を
通
じ

て
、
彼
ら
の
従
来
の
職
業
を
以
前
通
り
に
継
続
す
る
可
能
性
を
開
く
こ
と
」
は
重
要

で
あ
る
と
考
え
、「
こ
の
課
題
を
満
た
す
た
め
に
、
国
家
政
府
は
自
治
団
体
の
協
力

が
必
要
」
で
あ
る
た
め
、
ポ
ー
ゼ
ン
州
で
も
必
要
な
措
置
を
行
う
こ
と
が
呼
び
掛
け

ら
れ
た
、

さ
ら
に
、「
設
立
中
の
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
博
物
館
へ
の
寄
付
」
に
つ
い
て
、
博
物

館
は
、「
私
た
ち
の
州
都
の
偉
大
な
息
子
で
あ
り
、
そ
の
軍
事
的
才
能
で
私
た
ち
を

オ
ス
ト
プ
ロ
イ
セ
ン
の
よ
う
な
運
命
か
ら
免
れ
さ
せ
た
天
才
的
軍
事
指
導
者
」
へ
の

「
私
た
ち
の
感
謝
の
証
」
で
あ
る
、
と
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ル
ト
は
喜
び
を
示
し
た
。

ま
た
、
一
九
一
五
年
は
、
ポ
ー
ゼ
ン
州
が
プ
ロ
イ
セ
ン
に
編
入
さ
れ
た
一
〇
〇
周

年
で
あ
っ
た
。
一
九
一
五
年
八
月
二
日
に
ポ
ー
ゼ
ン
市
庁
舎
に
お
い
て
祝
典
が
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
祝
典
で
は
、「
こ
の
一
〇
〇
年
間
ホ
ー
エ
ン
ツ
ォ
レ
ル
ン
家
の
王
笏

の
下
で
州
が
享
受
し
た
栄
光
あ
る
発
展
を
振
り
返
り
」、「
祖
国
全
体
の
よ
う
に
ポ
ー

ゼ
ン
州
も
、
神
の
助
け
で
栄
光
あ
る
勝
ち
取
ら
れ
た
平
和
の
後
、
新
し
い
開
花
、
力

強
い
経
済
的
・
文
化
的
進
歩
の
時
代
の
時
代
が
始
ま
る
と
い
う
希
望
」
が
示
さ
れ

た
、
と
し
た
。

③
第
四
八
回
州
議
会

第
四
八
回
州
議
会
は
一
九
一
七
年
三
月
四
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
一
九

一
六
年
一
一
月
に
は
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
摂
政
王
国
」
が
成
立
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
九

一
六
年
か
ら
一
九
一
七
年
に
か
け
て
の
冬
に
、
ド
イ
ツ
は
、「
カ
ブ
ラ
の
冬
」
と
呼

ば
れ
る
厳
し
い
食
料
不
足
に
陥
っ
て
い
た
。

第
四
八
回
州
議
会
の
開
会
宣
言
演
説
は
、
一
九
一
七
年
三
月
四
日
に
行
わ
れ
た（

（1
（

。

「
運
命
を
決
す
る
時
期
の
厳
粛
さ
は
、
今
回
も
ま
た
諸
君
の
会
合
の
上
に
垂
れ
込

め
て
い
る
。
熱
い
戦
い
に
お
い
て
、
私
た
ち
ド
イ
ツ
民
族
は
、
二
年
半
来
、
名
誉
と

世
界
の
評
価
、
祖
国
の
存
亡
を
賭
け
て
戦
っ
て
い
る
」。
そ
こ
で
は
、「
私
た
ち
の
光

栄
あ
る
技
術
の
お
か
げ
で
す
べ
て
の
闘
争
の
手
段
」
が
用
い
ら
れ
、「
Ｕ
ボ
ー
ト
の

期
待
を
越
え
た
大
き
な
成
功
」
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
至
る
と
こ
ろ

で
の
忠
実
で
犠
牲
を
い
と
わ
な
い
義
務
の
遂
行
、
堅
い
団
結
、
戦
争
経
済
が
も
た
ら

す
困
難
と
不
自
由
を
引
き
受
け
、
そ
れ
を
決
定
的
な
意
思
で
支
配
す
る
喜
ば
し
い
努

力
」
へ
感
謝
が
示
さ
れ
た
。

戦
争
公
債
に
つ
い
て
、
ポ
ー
ゼ
ン
州
シ
ュ
テ
ン
デ
は
、
す
で
に
全
体
で
一
〇
〇
〇

万
マ
ル
ク
の
協
力
を
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
新
し
く
公
債
が
発
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
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り
、「
ド
イ
ツ
の
他
の
ラ
ン
ト
の
よ
う
に
ポ
ー
ゼ
ン
州
で
も
ま
た
全
民
族
の
不
屈
の

意
志
を
証
明
」
す
る
た
め
に
、
さ
ら
な
る
公
債
へ
の
協
力
を
求
め
た
。

ま
た
、「
わ
れ
ら
が
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
の
名
で
行
わ
れ
た
ポ
ー
ゼ
ン
州
か
ら
の
多

額
の
寄
付
」
へ
感
謝
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
寄
付
は
、
祖
国
の
防
衛
と
武
装
の
た
め
の

重
作
業
者
の
福
祉
に
使
わ
れ
る
と
し
た
。
ま
た
、
州
予
算
で
は
、「
戦
争
の
悲
し
み

と
窮
乏
を
緩
和
す
る
こ
と
」
を
目
的
に
「
戦
争
福
祉
目
的
の
五
万
マ
ル
ク
」
が
提
案

さ
れ
る
と
し
た
。

④
第
四
九
回
州
議
会

第
四
八
回
州
議
会
の
直
後
に
ロ
シ
ア
革
命
が
起
こ
り
、
東
部
戦
線
状
況
は
大
き
く

変
化
し
て
い
た
。
こ
の
状
況
を
受
け
て
、
第
四
九
回
州
議
会
の
開
会
宣
言
演
説
は
、

一
九
一
八
年
三
月
一
〇
日
に
行
わ
れ
た（

（1
（

。

「
州
議
会
の
仕
事
を
平
和
の
太
陽
の
下
で
行
う
と
い
う
昨
年
こ
こ
で
誓
っ
た
望
み

は
、
残
念
な
が
ら
未
だ
達
成
さ
れ
て
い
な
い
」。
し
か
し
、「
東
に
お
け
る
敵
」
は
、

個
別
講
和
を
強
い
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
私
た
ち
を
包
囲
し
て
い
た
「
鉄
の
輪
」

は
破
ら
れ
た
。「
西
方
に
お
け
る
敵
が
ド
イ
ツ
民
族
の
生
存
の
必
要
性
を
認
め
る
講

和
を
行
う
ま
で
」、「
軍
と
故
郷
」
は
そ
の
義
務
を
果
た
し
て
い
く
。
州
に
お
け
る
自

治
体
、
あ
ら
ゆ
る
生
産
層
、
都
市
と
農
村
の
全
住
民
に
対
し
て
、
そ
の
「
男
ら
し
い

忍
耐
」
に
、
特
に
農
業
に
対
し
て
の
謝
意
が
示
さ
れ
た
。「
諸
君
、
試
練
の
時
が
よ

り
重
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
私
た
ち
は
ポ
ー
ゼ
ン
州
に
お
い
て
、
厳
し
い
負
担
を
喜

ん
で
負
う
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
確
信
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、

我
が
祖
国
の
自
由
・
名
誉
・
経
済
的
発
展
の
勝
利
を
助
け
る
こ
と
に
参
加
す
る
こ
と

と
な
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」。

続
い
て
、
戦
争
公
債
に
つ
い
て
、「
最
新
の
戦
争
公
債
が
以
前
と
同
様
に
ポ
ー
ゼ

ン
州
で
再
び
高
い
成
功
を
収
め
た
」。
こ
こ
に
は
、「
こ
れ
ま
で
の
八
つ
の
戦
争
公
債

で
も
、
祖
国
に
戦
争
勝
利
に
必
要
な
手
段
を
与
え
る
と
い
う
決
定
的
な
意
思
」
が
示

さ
れ
て
い
る
と
し
た
。

冬
季
農
業
学
校
の
設
立
と
維
持
に
関
す
る
補
助
金
の
増
加
、
州
の
電
化
に
関
す
る

予
算
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
戦
争
福
祉
の
た
め
の
予
算
に
お
け
る
今
回
再

び
五
万
マ
ル
ク
の
出
費
は
、
州
行
政
が
、
戦
争
状
況
の
悲
惨
な
結
果
の
緩
和
に
寄
与

す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
と
し
た
。

ま
た
、「
東
部
国
境
の
向
こ
う
側
で
の
諸
関
係
の
新
規
定
に
よ
っ
て
、
ポ
ー
ゼ
ン

州
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
隣
国
の
間
の
活
発
な
経
済
的
・
商
業
的
交
換
関
係
へ
の
展
望
が
開

か
れ
た
」
た
め
、「
ポ
ー
ゼ
ン
―
ク
ト
ゥ
ノ
（K

utno

）
―
ワ
ル
シ
ャ
ワ
鉄
道
の
建
設

の
準
備
」
の
た
め
に
五
〇
〇
〇
マ
ル
ク
の
補
助
金
が
求
め
ら
れ
た
。

以
上
が
第
一
次
世
界
大
戦
期
の
開
会
宣
言
演
説
で
あ
る
。
共
通
し
て
い
る
の
は
、

当
然
の
こ
と
だ
が
、「
敵
」
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
の
団
結
、
そ
の
優
位
さ
を
訴
え
る

と
い
う
点
で
あ
る
。
ま
た
、
ポ
ー
ゼ
ン
州
に
お
い
て
は
、
特
に
農
業
従
事
者
へ
の

「
感
謝
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ポ
ー
ゼ
ン
州
の
産
業
構
造
が
農
業
中
心
で

あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
戦
時
の
食
糧
不
足
の
た
め
、
特
に
「
カ
ブ
ラ

の
冬
」
の
後
の
食
糧
増
産
は
急
務
で
あ
っ
た
た
め
、
ポ
ー
ゼ
ン
州
の
農
業
の
一
層
の

振
興
が
必
要
と
さ
れ
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
州
長
官
の
演
説
に
は
、
各
回
で
戦
時
期
特
有
の
課
題
が
示
さ
れ
て
い
る
。

第
四
六
回
で
は
、
①
戦
死
者
の
遺
族
へ
の
州
生
命
保
険
を
通
じ
た
援
助
、
②
戦
時

信
用
金
庫
、
第
四
七
回
で
は
③
戦
時
共
済
金
庫
、
④
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
博
物
館
、
第
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四
八
回
で
は
⑤
戦
争
福
祉
目
的
の
支
出
、
第
四
九
回
で
は
⑥
冬
季
農
業
学
校
、
⑦

ポ
ー
ゼ
ン
―
ク
ト
ゥ
ノ
―
ワ
ル
シ
ャ
ワ
間
の
鉄
道
建
設
、
と
い
っ
た
新
し
い
課
題
が

提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
①
は
州
生
命
保
険
機
構
、
⑤
は
州
行
政
と
い
っ
た

既
存
の
制
度
を
通
じ
た
支
援
で
あ
り
、
⑥
も
従
来
の
州
行
政
の
対
象
で
あ
っ
た
。
⑦

に
関
し
て
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
戦
況
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
課
題
で
あ
る
が
、
州

が
直
接
的
に
関
与
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
結
果
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
の
ポ
ー

ゼ
ン
州
議
会
に
お
け
る
「
特
別
業
務
」
と
な
っ
た
の
は
、
③
戦
時
共
済
基
金
、
④
ヒ

ン
デ
ン
ブ
ル
ク
博
物
館
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
②
戦
時
信
用
金
庫
は
、
個
人
や

企
業
の
信
用
創
出
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り（

（1
（

、
国
立
で
も
個
人
銀
行
で
も

な
く
新
設
さ
れ
た
貸
付
金
庫
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
提
案
や
活
動
の
詳
細
が
な

い
た
め
、
正
確
に
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
機
能
は
、
戦
時
共
済
金
庫
に
と
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
り
、
第
四
六
回
以
降
の
州
議
会
で
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
。

以
下
で
は
、
Ⅱ
で
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
博
物
館
、
Ⅲ
で
戦
時
共
済
基
金
設
立
問
題
に

つ
い
て
見
て
い
く
。

Ⅱ
、
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
博
物
館
設
立
問
題

Ⅱ
―
１　
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
博
物
館

「
タ
ン
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
英
雄
」
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
が
ポ
ー
ゼ
ン
市
で
生
誕
し
た
こ

と
か
ら
、
一
九
一
四
年
一
〇
月
二
八
日
に
ポ
ー
ゼ
ン
市
は
、
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
を
名

誉
移
民
と
し
た
。
ま
た
、
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
は
、
一
一
月
二
七
日
に
陸
軍
元
帥
と

な
っ
た
。
こ
の
間
、
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
は
、
九
月
六
日
に
、
休
暇
の
際
に
ポ
ー
ゼ
ン

市
を
訪
れ
、
市
庁
舎
を
見
学
し
て
い
る（

（1
（

。

ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
は
、
一
九
一
六
年
四
月
七
日
に
軍
隊
勤
務
五
〇
周
年
を
迎
え
る

こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
ポ
ー
ゼ
ン
市
で
は
、
そ
の
祝
祭
が
計
画
さ
れ
る
と
同
時
に
、

ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
博
物
館
の
設
立
が
計
画
さ
れ
た
。

一
九
一
六
年
三
月
一
五
日
の
ポ
ー
ゼ
ン
市
議
会
の
一
部
は
、
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
博

物
館
設
立
の
た
め
に
、
ポ
ー
ゼ
ン
市
か
ら
五
万
マ
ル
ク
の
予
算
を
支
出
す
る
と
い
う

動
議
が
出
さ
れ
た
。
ド
イ
ツ
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
議
員
か
ら
な
る
多
数
派
は
こ
れ
を
支
持

し
、
少
数
派
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
議
員
は
反
対
し
た
。
四
月
五
日
に
再
度
こ
の
議
論
が

行
わ
れ
た
結
果
、
五
万
マ
ル
ク
の
支
出
が
決
定
し
た
。
博
物
館
の
場
所
は
、
ヒ
ン
デ

ン
ブ
ル
ク
の
生
家
が
あ
っ
た
現
ポ
ド
グ
ル
ナ
通
り
（ul.Podgórna 7

）
に
計
画
さ
れ

た
が
、
購
入
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
軍
事
博
物
館
の
あ
っ
た
現
マ
ル
チ
ン
フ
ス
通
り

（A
l. M

arcinkow
skiego 7

）
と
さ
れ
た（

（1
（

。

館
の
管
理
は
設
立
当
初
は
、
ア
ル
ト
ゥ
ー
ア
・
ク
ロ
ン
タ
ー
ル
（A

rtur K
ronthal

）

が
務
め
、
一
九
一
六
年
一
一
月
か
ら
は
ハ
イ
ン
ツ
・
ボ
ト
マ
ー
（H

einz B
othm

er

）、

一
九
一
九
年
一
月
か
ら
オ
ッ
ト
ー
・
ト
ゥ
ム
（O

tto Tum
m

）
が
務
め
た
。
そ
の
後
、

館
は
、
第
一
次
大
戦
終
結
後
の
一
九
一
九
年
三
月
に
閉
館
し
た（

（1
（

。

Ⅱ
―
２　
州
議
会
に
お
け
る
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
博
物
館
に
関
す
る
議
論

第
四
七
回
州
議
会
で
は
、
第
四
委
員
会
が
、「
州
委
員
会
の
一
九
一
五
年
一
〇
月

一
四
日
の
会
合
で
決
定
さ
れ
た
戦
時
福
祉
の
た
め
の
さ
ら
な
る
五
万
マ
ル
ク
と
ハ
ル

デ
ン
ベ
ル
ク
博
物
館
の
た
め
の
五
〇
〇
〇
マ
ル
ク
の
州
資
本
基
金
か
ら
の
支
出
を
事

後
的
に
承
認
す
る
」
こ
と
を
同
時
に
提
案
し
た
。

ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
博
物
館
第
四
委
員
会
の
提
案
内
容
の
詳
細
は
、
以
下
の
通
り
で
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あ
る
。

「
Ⅱ
、
一
九
一
五
年
の
初
め
に
、
州
長
官
の
名
誉
司
会
の
下
、
戦
争
博
物
館
を

ポ
ー
ゼ
ン
市
に
設
立
す
る
た
め
の
委
員
会
が
設
立
さ
れ
た
。
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
元
帥

は
、
こ
の
博
物
館
に
「
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
博
物
館
」
と
名
付
け
る
こ
と
を
承
認
し

た
。委

員
会
は
、
す
で
に
現
在
公
に
さ
れ
、
博
物
館
へ
の
寄
付
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い

る
状
況
に
お
い
て
、
こ
の
こ
と
は
非
合
理
的
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
作
業
委

員
会
は
、（
中
略
）
一
万
マ
ル
ク
を
自
由
に
使
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ポ
ー
セ
ン
市
は
、
こ
の
計
画
が
ポ
ー
ゼ
ン
市
に
持
つ
大
き
な
意
味
を
考
慮
し
て
、

州
に
よ
っ
て
同
額
が
支
出
さ
れ
る
と
い
う
条
件
で
、
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
博
物
館
に
五

〇
〇
〇
マ
ル
ク
を
承
認
し
た
。
こ
れ
に
関
し
て
、
州
委
員
会
は
、
一
九
一
五
年
一
〇

月
一
四
日
に
以
下
を
決
議
し
た
。『
ポ
ー
ゼ
ン
市
の
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
博
物
館
設
立

の
た
め
の
作
業
委
員
会
に
、
州
資
本
基
金
か
ら
五
〇
〇
〇
マ
ル
ク
を
支
出
す
る
』」（

（1
（

。

州
議
会
は
、
こ
の
支
出
を
承
認
し
た（

（1
（

。

州
議
会
へ
の
提
案
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
一
九
一
五
年
一
〇
月
の
時
点
で
す
で

に
、
博
物
館
設
立
の
委
員
会
が
非
公
開
で
活
動
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
活
動
資
金
は
、
ポ
ー
ゼ
ン
市
と
ポ
ー
ゼ
ン
州
か
ら
支
出
さ
れ
て
い
た
。
こ

の
承
認
が
事
後
承
認
と
い
う
形
式
で
、
第
四
七
回
州
議
会
に
提
案
さ
れ
た
の
で
あ

る
。州

議
会
が
開
催
さ
れ
て
い
な
い
期
間
の
案
件
で
あ
っ
た
た
め
、
州
委
員
会
が
実
質

的
に
は
決
定
し
、
博
物
館
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

さ
ら
に
、
第
四
七
回
州
議
会
で
は
、
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
軍
隊
勤
務
五
〇
周
年
式
典

に
関
し
て
、
以
下
の
提
案
が
行
わ
れ
た（

（1
（

。

「
本
年
四
月
七
日
に
行
わ
れ
る
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
元
帥
閣
下
の
五
〇
周
年
記
念
式

典
の
際
に
、
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
の
出
生
都
市
で
あ
る
ポ
ー
ゼ
ン
市
に
建
設
さ
れ
る
ヒ

ン
デ
ン
ブ
ル
ク
博
物
館
の
基
金
と
し
て
、
五
万
マ
ル
ク
が
州
主
要
基
金
か
ら
支
出
さ

れ
る
」。

そ
の
理
由
は
以
下
の
よ
う
に
示
さ
れ
た
。

「
ド
イ
ツ
東
部
の
救
済
者
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
元
帥
」
の
「
記
憶
の
継
続
の
た
め
に
、

生
誕
都
市
で
あ
る
ポ
ー
ゼ
ン
に
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
博
物
館
の
創
設
が
す
で
に
昨
年
か

ら
準
備
さ
れ
て
い
た
。
州
と
都
市
は
、
初
期
の
作
業
に
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
〇
〇
マ
ル
ク

を
承
認
し
た
。
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
博
物
館
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
の
基
金
が
、
記

念
式
典
の
日
に
州
に
沸
き
起
こ
っ
た
感
謝
と
し
て
最
良
の
表
現
と
な
る
」。
州
議
会

は
、
こ
の
支
出
を
承
認
し
た（

（1
（

。

ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
が
「
英
雄
」
と
な
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
存
在
は
急
激
に
象
徴
と

し
て
の
意
味
を
獲
得
し
た
。
特
に
、
ポ
ー
ゼ
ン
州
に
と
っ
て
は
、
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク

は
ポ
ー
ゼ
ン
市
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
が
最
大
限
に
利
用
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
一
定
程
度
の
成
功
を
収
め
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
博
物
館
建
設

の
際
に
、
ポ
ー
ゼ
ン
市
議
会
で
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
議
員
の
反
対
が
見
ら
れ
た
が
、
州

議
会
で
は
対
立
に
つ
い
て
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。

Ⅲ
、
戦
時
共
済
金
庫

戦
時
共
済
金
庫
は
、
戦
争
長
期
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
「
特
別
業
務
」
で
あ
り
、
戦

争
参
加
者
の
た
め
の
金
融
的
信
用
の
創
出
と
い
う
課
題
の
解
決
を
目
指
し
た
。
戦
時
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共
済
金
庫
に
関
す
る
議
論
は
、
一
回
限
り
の
議
論
で
は
な
く
、
数
回
の
州
議
会
に
及

ぶ
こ
と
と
な
っ
た
課
題
で
あ
り
、
戦
時
中
の
「
特
別
業
務
」
の
中
で
も
最
大
の
問
題

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

Ⅲ
―
１
、
戦
時
共
済
金
庫
設
立
の
提
案

戦
時
共
済
金
庫
は
、
第
四
七
回
州
議
会
で
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

州
長
官
の
演
説
で
あ
っ
た
よ
う
に
、「
戦
場
か
ら
故
郷
に
戻
っ
た
戦
士
は
、
旗
の

下
へ
の
召
集
の
た
め
従
来
の
地
位
を
喪
失
し
、
農
業
・
商
業
・
手
工
業
的
職
業
の
崩

壊
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
信
用
を
通
じ
て
、
彼
ら
の
従
来
の
職
業
を
以
前
通

り
に
継
続
す
る
可
能
性
を
開
く
こ
と
」
が
目
的
で
あ
る
。

第
四
委
員
会
か
ら
、
以
下
の
一
〇
点
の
提
案
が
行
わ
れ
た（

（2
（

。

一�

、
戦
時
救
済
金
の
設
立
の
た
め
に
、
州
行
政
は
、
国
家
か
ら
少
な
く
と
も
二
倍

の
額
で
あ
る
二
〇
〇
万
マ
ル
ク
が
戦
時
救
済
金
庫
の
た
め
に
貸
し
出
さ
れ
た
場

合
、
一
〇
〇
万
マ
ル
ク
ま
で
使
用
で
き
る
。

二�

、
州
は
、
国
家
か
ら
の
貸
付
に
関
し
て
、
州
委
員
会
と
国
家
政
府
の
間
の
協
定

に
従
っ
て
利
子
を
つ
け
、
一
九
一
九
年
四
月
一
日
か
ら
七
年
間
で
返
還
す
る
。

そ
の
際
、
一
五
％
が
控
除
さ
れ
る
。

三
、
州
は
、
貸
付
と
い
う
形
で
資
金
を
利
用
す
る
。

四�

、
州
委
員
会
は
、
詳
細
な
払
戻
額
を
確
定
し
、
一
九
二
七
年
三
月
三
一
日
ま
で

に
全
額
の
償
却
を
行
う
。

五�

、
利
子
と
償
却
の
た
め
の
額
は
、
郡
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
な
い
限
り
、
州
税

（Provinzialabgaben

）
に
よ
っ
て
工
面
さ
れ
る
。

六�

、
貸
付
の
受
け
入
れ
の
際
、
相
場
変
動
に
よ
る
損
失
は
州
資
本
基
金
か
ら
支
払

わ
れ
る
。

七�

、
戦
時
共
済
金
庫
の
資
金
か
ら
、
分
割
払
い
の
た
め
の
特
別
な
基
金
が
設
立
さ

れ
る
。

八�

、
戦
時
共
済
金
庫
の
資
金
の
う
ち
、
必
要
な
額
は
郡
で
自
由
に
使
用
で
き
、
戦

争
参
加
者
の
苦
境
の
除
去
の
た
め
に
、
郡
内
の
信
用
に
充
て
ら
れ
る
。

九�

、
州
委
員
会
は
、
戦
時
救
済
金
庫
の
資
金
の
郡
へ
の
分
配
、
そ
こ
か
ら
の
貸
付

の
保
証
、
お
よ
び
、
郡
の
補
償
さ
れ
た
額
の
利
子
・
償
却
を
行
う
。
郡
は
、
戦

時
共
済
金
庫
か
ら
の
貸
付
を
、
一
九
一
九
年
四
月
一
日
か
ら
七
年
払
い
で
、
一

五
％
の
国
家
部
分
を
控
除
し
て
、
州
に
払
い
戻
す
。

一
〇
、
戦
時
共
済
金
庫
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
設
立
さ
れ
る（

（2
（

。

こ
の
提
案
の
理
由
が
続
い
て
示
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
以
下
、
長
く
な
る
が
、
そ
の
要

約
を
示
す
。

ま
ず
、
こ
の
提
案
を
国
家
官
僚
に
強
く
要
求
し
た
の
は
、「
元
帥
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル

ク
の
功
績
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
金
庫
は
、
兵
士
た
ち
が
、「
軍
隊
で
の
義
務
感
や
祖
国
の
事
柄
へ
の
価
値
と

献
身
を
維
持
す
る
た
め
に
、
彼
ら
と
彼
ら
の
妻
子
の
戦
後
の
運
命
へ
の
懸
念
を
取
り

除
き
、
貧
困
化
や
経
済
的
崩
壊
を
免
れ
さ
せ
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ

る
。「
特
に
、
中
産
層
の
戦
争
参
加
者
は
長
い
不
在
の
結
果
、
特
に
厳
し
い
状
況
に

陥
り
、
そ
こ
か
ら
自
力
で
解
放
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と

は
、
小
農
民
、
職
業
的
中
産
層
、
手
工
業
者
、
小
商
人
、
自
由
業
、
そ
の
他
の
独
立

就
業
者
に
当
て
は
ま
る
」。
戦
争
参
加
者
は
、
彼
自
身
と
そ
の
家
族
を
養
う
た
め
の
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資
力
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
適
切
な
信
用
の
源
を
必
要
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、
先
行
し
て
い
る
ラ
イ
ン
州
の
戦
時
共
済
金
庫
の
設
立
の
事
例
が
挙
げ
ら

れ
る
。
ラ
イ
ン
州
行
政
は
、
戦
時
共
済
金
庫
の
た
め
に
三
〇
〇
万
マ
ル
ク
を
承
認

し
、
さ
ら
に
国
家
が
同
額
の
貸
付
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
国
家
に
よ
る
貸
付

は
、
州
に
よ
っ
て
、
一
九
一
九
年
四
月
一
日
か
ら
に
七
年
払
い
と
さ
れ
。
ま
た
、
州

が
損
失
の
補
填
の
た
め
に
使
っ
た
額
の
一
五
％
が
控
除
さ
れ
る
と
な
っ
て
い
る
。

戦
時
共
済
金
庫
の
機
能
は
、「
職
業
的
生
活
手
段
の
再
建
、
と
く
に
、
手
工
業
・

小
営
業
の
再
建
」
の
た
め
に
、
戦
争
参
加
者
や
そ
の
家
族
へ
の
貸
付
で
あ
る
。
そ
の

際
の
条
件
は
、
第
一
に
、
支
援
は
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
の
み
支
援
が
可
能
な
ケ
ー
ス

に
限
ら
れ
る
。
第
二
に
、
支
援
さ
れ
る
も
の
の
経
済
状
況
が
、
こ
の
援
助
に
よ
っ

て
、
経
済
状
況
の
改
善
が
「
確
実
に
期
待
さ
れ
る
場
合
」
に
の
み
貸
付
が
行
わ
れ

る
。
第
三
に
、
支
援
は
、
贈
与
的
支
援
で
は
な
く
、「
利
子
の
少
な
い
も
し
く
は
例

外
的
に
利
子
の
な
い
貸
付
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
、
と
さ
れ
た
。

国
家
政
府
は
、
ポ
ー
ゼ
ン
州
に
同
様
な
組
織
を
作
る
よ
う
提
案
し
た
。

そ
こ
で
、
州
委
員
会
は
、
同
様
な
援
助
の
例
と
し
て
、
一
九
〇
一
年
の
ケ
ー
ス
を

参
照
す
る
こ
と
と
し
た
。
当
時
、
一
九
〇
〇
／
一
九
〇
一
年
冬
の
異
常
な
気
象
条
件

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
た
州
の
窮
状
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
困
窮
し
た
農

場
へ
の
貸
付
の
た
め
、
国
家
政
府
に
よ
っ
て
お
よ
そ
五
〇
〇
万
マ
ル
ク
が
貸
し
付
け

ら
れ
、
州
が
財
政
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
郡
が
貸
付
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
さ
ら
に
、
財
政
的
遂
行
能
力
の
乏
し
さ
を
考
慮
し
て
、
州
議
会
は
、
国
か

ら
の
貸
付
の
一
〇
％
か
つ
五
〇
万
マ
ル
ク
を
上
限
と
し
て
、
州
が
貸
付
で
き
る
と
い

う
こ
と
を
決
議
し
た
。
国
家
政
府
は
郡
に
よ
る
返
済
に
関
し
て
全
額
の
一
五
％
を
断

念
す
る
こ
と
と
し
、
州
は
、
郡
が
州
に
よ
る
貸
付
の
一
五
％
を
返
済
で
き
な
い
こ
と

を
証
明
で
き
た
場
合
の
み
に
一
五
％
を
断
念
し
た
。

州
委
員
会
は
、
こ
の
観
点
を
考
慮
し
て
、
以
下
を
検
討
し
た
。

ま
ず
必
要
な
額
に
関
し
て
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
正
確
に
は
決
め
ら
れ
な
い
。
ラ

イ
ン
州
で
は
六
〇
〇
万
マ
ル
ク
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
ポ
ー
ゼ
ン
州
に
関
し
て

は
、
住
民
数
が
よ
り
少
な
い
た
め
、
最
高
で
も
五
〇
〇
万
マ
ル
ク
程
度
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
内
訳
は
、
す
べ
て
の
郡
で
平
均
一
一
万
五
〇
〇
〇
マ
ル
ク
の
貸

付
、
そ
の
ほ
か
に
一
〇
〇
〇
マ
ル
ク
か
ら
三
〇
〇
〇
マ
ル
ク
の
貸
付
が
頻
繁
に
必
要

と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
総
額
は
あ
ま
り
大
き
く
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
州
の
関
与
に
関
し
て
は
二
五
％
か
つ
一
〇
〇
万
マ
ル
ク
ま
で
は
正
当
化
で

き
る
と
し
た
。

郡
を
五
〇
〇
万
マ
ル
ク
の
準
備
に
加
え
る
か
ど
う
か
は
、
戦
争
の
た
め
、
財
政
的

な
苦
境
に
あ
る
た
め
決
定
は
で
き
な
い
が
、
郡
を
支
援
活
動
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。
と
い
う
の
は
、
貸
付
の
保
証
に
つ
い
て
、
ラ
イ
ン
州
で
は
州
が
決
定
し

て
い
る
が
、
む
し
ろ
、
地
域
が
決
定
す
る
方
が
合
理
的
で
あ
り
、
ポ
ー
ゼ
ン
州
で
は

そ
う
す
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
郡
で
特
別
な
委
員
会
が
形
成
さ
れ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
こ
の
委
員
会
は
、
貸
付
の
保
証
、
そ
の
額
、
条
件
に
つ
い
て

決
定
し
、
貸
付
は
五
〇
〇
万
マ
ル
ク
か
ら
割
り
当
て
ら
れ
る
。
郡
は
、
割
り
当
て
ら

れ
た
額
に
基
づ
い
て
、
州
委
員
会
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
割
合
で
利
子
を
課
し
、
そ

れ
を
一
九
一
九
年
四
月
一
日
か
ら
七
年
間
で
返
済
す
る
義
務
を
負
う
。
こ
の
貸
付
に

関
し
て
、
国
家
政
府
は
そ
の
一
五
％
の
回
収
を
断
念
す
る
。
ま
た
、
一
五
％
が
十
分

で
な
い
な
ら
ば
、
さ
ら
に
、
州
は
、
郡
へ
の
貸
付
額
の
一
五
％
ま
で
の
回
収
を
断
念
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す
る
。
た
だ
し
、
州
と
国
家
政
府
が
最
初
か
ら
一
五
％
の
支
払
い
を
断
念
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
州
か
ら
郡
へ
の
「
不
適
切
な
贈
与
」
と
な
り
う
る
。

こ
の
こ
と
は
、
州
が
一
五
％
の
損
を
す
る
可
能
性
を
生
じ
さ
せ
る
。
そ
の
た
め
、

州
当
局
は
、
貸
付
の
承
認
に
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
他
方
で
、
郡
当
局
は
、

リ
ス
ク
が
な
い
た
め
、
貸
付
の
鑑
定
に
つ
い
て
非
常
に
甘
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
州
が
鑑
定
を
行
う
な
ら
ば
、
慎
重
に
な
り
す
ぎ
、
貸
付
が
行
わ
れ
な
い
事

例
が
増
え
、「
一
五
％
で
は
補
填
で
き
な
い
損
害
が
発
生
す
る
」
こ
と
と
な
る
。
そ

の
た
め
、
諸
関
係
を
迅
速
か
つ
正
当
に
評
価
で
き
る
郡
の
当
局
が
査
定
を
行
い
、
州

は
一
五
％
の
利
益
を
断
念
す
る
べ
き
で
あ
る
。

州
か
ら
の
資
金
支
援
は
、
貸
付
に
よ
っ
て
の
み
実
施
さ
れ
る
。
貸
付
の
条
件
に
つ

い
て
は
決
定
さ
れ
え
な
い
。
州
委
員
会
は
、
国
家
政
府
に
貸
付
を
求
め
る
。
そ
れ
が

拒
否
さ
れ
た
場
合
、
貸
付
の
受
け
入
れ
は
、
ポ
ー
ゼ
ン
州
生
命
保
険
制
度
、
火
災
保

険
組
合
、
ラ
ン
ト
保
証
機
構
（Landesversicherungsanstalt
）
で
扱
わ
れ
る
。
最

悪
の
場
合
、
州
共
済
金
庫
で
貸
付
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
。

「
戦
時
共
済
金
庫
の
設
立
に
よ
っ
て
州
が
被
る
財
政
的
犠
牲
は
、
事
前
に
正
確
に

見
積
も
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
が
少
な
く
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で

あ
る
」。
州
へ
の
貸
付
は
州
債
で
な
さ
れ
る
た
め
、
州
債
の
相
場
の
変
動
に
よ
る
損

失
が
生
じ
る
。
さ
ら
に
、
郡
の
支
払
免
除
が
お
よ
そ
一
五
万
マ
ル
ク
と
な
る
。
こ
の

よ
う
な
損
失
が
あ
る
と
し
て
も
、
こ
の
制
度
の
設
置
は
必
要
で
あ
る
。

以
上
が
提
案
の
内
容
で
あ
る
。
州
議
会
は
こ
の
提
案
を
承
認
し
た（

（2
（

。

提
案
の
内
容
を
ま
と
め
て
お
く
。
戦
時
共
済
金
庫
の
目
的
は
、
戦
争
終
結
後
を
見

据
え
、
動
員
さ
れ
て
い
る
兵
士
た
ち
お
よ
び
そ
の
家
族
の
生
活
の
た
め
の
信
用
制
度

の
創
設
で
あ
る
。
特
に
、
中
産
層
が
そ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
支
援
の
方

法
は
、
低
利
子
の
貸
付
に
よ
る
と
さ
れ
た
。
信
用
の
源
と
な
る
の
が
、
国
家
か
ら
の

州
の
貸
付
お
よ
び
州
独
自
の
資
金
か
ら
な
る
五
〇
〇
万
マ
ル
ク
で
あ
る
。
こ
の
資
金

か
ら
都
市
・
郡
へ
の
貸
付
が
行
わ
れ
、
個
人
へ
は
都
市
・
郡
と
い
っ
た
よ
り
小
さ
な

自
治
体
か
ら
貸
付
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
個
人
の
金
融
的
信
用
の
創
出
を
目
指
し

た
。
特
徴
的
な
の
は
、
国
家
や
州
は
、
返
済
の
際
に
、
一
五
％
の
控
除
、
つ
ま
り
、

貸
付
を
行
う
側
か
ら
見
れ
ば
損
失
と
な
る
と
い
う
こ
と
を
当
初
か
ら
許
容
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

Ⅲ
―
２
、
戦
時
共
済
金
庫
設
立
に
向
け
て

第
四
七
回
州
議
会
に
お
い
て
、
戦
時
共
済
金
庫
の
設
立
が
承
認
さ
れ
た
が
、
す
ぐ

に
新
し
い
信
用
組
織
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

戦
時
共
済
金
庫
設
立
に
向
け
て
、
第
四
八
回
州
議
会
に
お
い
て
、
第
四
委
員
会
が

以
下
を
提
案
し
た
。

「
州
委
員
会
に
よ
っ
て
一
九
一
六
年
六
月
一
六
日
に
決
議
さ
れ
た
貸
付
に
よ
る
州

資
本
基
金
か
ら
の
戦
時
共
済
金
庫
へ
の
二
〇
万
マ
ル
ク
の
支
出
は
事
後
的
に
承
認
さ

れ
る
」。

そ
の
意
図
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
た
。

第
四
七
回
州
議
会
の
一
九
一
六
年
三
月
一
三
日
の
決
議
に
よ
っ
て
、
州
行
政
は
、

国
家
に
よ
っ
て
少
な
く
と
も
二
倍
の
支
出
が
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、
戦
時
共
済
金
庫
設

立
の
た
め
に
一
〇
〇
万
マ
ル
ク
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ

し
、
こ
の
一
〇
〇
万
マ
ル
ク
は
、
設
立
の
際
に
は
二
〇
万
マ
ル
ク
の
み
が
必
要
と
な
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る
の
で
あ
っ
て
、
残
り
は
戦
争
終
結
後
に
な
っ
て
必
要
と
な
る
。

従
来
、
州
は
、
貸
付
需
要
に
対
し
て
は
、
州
共
済
金
庫
で
対
応
し
て
き
た
。
州
共

済
金
庫
は
四
．
五
％
の
金
利
で
貸
付
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
際
、
貸
付
は
現

金
で
は
な
く
、
四
％
の
ポ
ー
ゼ
ン
州
債
で
行
わ
れ
る
。
こ
の
州
債
の
価
値
は
、
戦
争

の
勃
発
の
際
九
三
％
だ
っ
た
が
。
こ
の
間
州
債
の
価
値
が
下
が
り
、
オ
ス
ト
バ
ン
ク

で
は
、
目
下
二
〇
万
マ
ル
ク
の
四
％
の
州
債
は
八
五
％
の
価
値
と
な
っ
て
お
り
、

「
価
値
が
い
く
ら
上
が
っ
た
と
し
て
も
、
八
八
％
以
上
に
は
な
ら
な
い
」。
こ
の
こ
と

は
、
実
質
的
に
は
、
貸
付
の
利
子
が
四
．
二
五
％
で
は
な
く
、
四
．
八
三
％
で
あ

り
、
四
．
七
五
％
以
上
の
利
子
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
八
八
％
の
価
値

で
は
、（
州
が
一
〇
〇
万
マ
ル
ク
を
支
出
す
る
場
合
）
一
二
万
マ
ル
ク
の
価
値
損
失

の
補
填
が
必
要
と
な
り
、
州
資
本
基
金
か
ら
支
出
す
る
た
め
、
基
金
が
一
層
減
少
す

る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
状
況
下
で
は
、
他
の
信
用
源
が
必
要
で
あ
る
。
州
火
災
保
険
組
合
と
ラ
ン
ト

保
証
機
構
へ
の
照
会
の
結
果
、
前
者
は
五
〇
万
、
後
者
は
三
〇
万
の
貸
付
を
提
供
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
貸
付
は
現
金
で
、
利
子
は
そ
れ
ぞ
れ
四
．
七
五
％
お
よ
び
四
．

五
％
で
あ
り
、
州
共
済
金
庫
か
ら
の
貸
付
よ
り
も
か
な
り
有
利
と
な
る
。

両
機
関
か
ら
の
貸
付
に
よ
り
、
八
〇
万
マ
ル
ク
の
信
用
が
得
ら
れ
る
が
、
い
ま
だ

二
〇
万
は
他
か
ら
賄
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
二
〇
万
マ
ル
ク
は
、

州
資
本
基
金
か
ら
四
％
の
利
子
で
貸
付
さ
れ
る
。
戦
時
共
済
基
金
の
設
立
の
際
に

は
、
こ
の
二
〇
万
マ
ル
ク
が
使
用
さ
れ
る
。

八
〇
万
マ
ル
ク
は
、
戦
争
終
結
の
際
に
早
急
に
必
要
と
な
る
が
、
州
火
災
保
険
組

合
と
ラ
ン
ト
保
証
機
構
か
ら
の
貸
付
が
今
年
六
月
一
日
か
ら
分
割
で
行
わ
れ
る
な
ら

ば
、
事
前
に
必
要
な
ケ
ー
ス
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
火
災
組
合
の
五
〇
万
マ
ル
ク

は
一
九
一
七
年
七
月
一
日
、
ラ
ン
ト
保
証
機
構
の
三
〇
万
マ
ル
ク
は
一
九
一
七
年
四

月
一
日
に
支
払
い
と
な
る
が
、「
一
九
一
七
年
四
月
一
日
以
前
に
講
和
と
な
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
な
い
」。
つ
ま
り
、
貸
付
を
必
要
と
す
る
時
期
以
前
に
資
金

を
受
け
取
り
、
利
息
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の
だ
が
、
こ
の
こ
と
が
損

失
に
な
る
と
い
う
懸
念
は
必
要
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
受
け
取
っ
た
貸
付
金
は
、
必

要
と
な
る
ま
で
五
％
の
帝
国
戦
争
債
に
投
資
す
る
こ
と
で
、
わ
ず
か
な
が
ら
で
も
利

息
の
余
剰
が
生
じ
る
た
め
で
あ
る（

（2
（

。

以
上
の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
、
州
議
会
は
こ
れ
を
承
認
し
た（

（2
（

。

戦
時
共
済
金
庫
の
活
動
準
備
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。

戦
時
共
済
金
庫
は
、
新
し
い
信
用
機
関
と
し
て
創
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い

た
。
そ
の
た
め
に
は
、
金
融
的
な
信
用
が
必
要
で
あ
り
、
国
家
や
州
が
そ
の
信
用
を

担
う
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
州
債
の
価
値
下
落
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
州
そ
の

も
の
の
金
融
的
信
用
は
低
下
し
て
い
た
。
信
用
能
力
低
下
の
理
由
に
は
、
州
長
官
の

発
言
の
あ
る
よ
う
に
、「
一
〇
〇
〇
万
マ
ル
ク
」
を
越
え
る
帝
国
戦
争
公
債
の
購
入

が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る（

（2
（

。
こ
の
信
用
能
力
低
下
を
補
う
た
め
に
、
州
の
他

の
組
織
で
あ
る
州
火
災
保
険
組
合
や
ラ
ン
ト
保
証
機
構
か
ら
州
へ
貸
付
を
行
う
、
と

い
う
手
段
が
提
案
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
州
火
災
保
険
組
合
や
ラ
ン
ト
保
証
機
構
か
ら
の
貸
付
の
利
子
は
四
．
七

五
％
お
よ
び
四
．
五
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
も
し
こ
の
貸
付
が
戦
時
共
済
金
庫
設
立

以
前
に
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
五
％
の
国
家
の
戦
争
公
債
に
投
資
す
る
こ
と
で
利
益

が
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
の
投
機
的
な
こ
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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第
四
九
回
州
議
会
で
は
、
一
九
一
六
年
度
の
戦
時
共
済
金
庫
の
会
計
報
告
が
な
さ

れ（
（2
（

、
承
認
さ
れ
た（

（2
（

。
会
計
報
告
は
、
上
の
表
1
の
通
り
で
あ
る（

（2
（

。

表
1
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
資
金
の
移
動
が
行
わ
れ
て
い
る
の
み
で
、
実
際

の
貸
付
は
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
表
に
は
注
釈
が
つ
い
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
州
委
員
会
が
戦
時
共
済
金

庫
の
設
立
の
主
導
し
、
一
九
一
六
年
度
内
に
活
動
を
開
始
す
る
と
な
っ
て
い
た
が
、

都
市
・
郡
へ
の
貸
付
承
認
の
た
め
の
活
動
は
年
度
末
ま
で
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
国
家
か
ら
の
補
助
金
や
州
火
災
保
険
組
合
と
ラ
ン
ト
保
証

機
構
か
ら
の
貸
付
に
は
、
定
め
ら
れ
た
利
子
が
生
じ
る
と
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。

以
上
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
戦
時
共
済
金
庫
の
活
動
は
、
一
九
一
六
年
度
に
は
始

ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ポ
ー
ゼ
ン
州
議
会
は
、
こ
の
後
開
催
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

そ
の
後
実
際
に
行
わ
れ
た
の
か
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
ま
で
功
を
奏
し
た
の
か
は
、
現

時
点
で
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

お
わ
り
に

以
上
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
の
ポ
ー
ゼ
ン
州
議
会
に
お
け
る
「
特
別
業
務
」
を
確

認
し
て
き
た
。

Ⅰ
で
は
、
ポ
ー
ゼ
ン
州
長
官
の
ポ
ー
ゼ
ン
州
議
会
開
会
宣
言
演
説
が
長
く
な
り
、

時
勢
・
情
勢
に
つ
い
て
触
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
着
目
し
、
第
一
次
世
界
大
戦

期
の
ポ
ー
ゼ
ン
州
議
会
の
「
特
別
業
務
」
に
つ
い
て
あ
ぶ
り
だ
し
た
。
そ
の
結
果
、

ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
博
物
館
と
戦
時
共
済
金
庫
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。

表1　戦時共済金庫の1916年度の会計収支
収入費目 収入額

I 国家補助金（国からの貸付） 333333.33 
II 州補助金

a）ポーゼン州火災組合からの貸付 400000.00 
b）ラント信用組織からの貸付 270000.00 
c）州資本基金からの貸付 ―

III 都市・郡に保証された貸し付けから
の返済 ―

IV 資金移動
*250

**95700
V 利子

a）貸付から ―
b）資本から 9112.14 

VI 承認された貸付の利子と償却のため
の州主要基金からの補助金 ―

VII その他 ―

収入総額
*1012695.47

**915700

* 現金
** 有価証券

※金額の単位はマルク

支出 支出額
I 都市・郡への貸付の保証 ―
II 国家からの貸付の利子と償却 ―

III 州団体によって受け入れられた貸付の
利子と償却
a）ポーゼン州火災組合からの貸付 6768.75 
b）ラント信用組織からの貸付 3243.75 
c）州資本基金からの貸付 ―

IV 資金移動 903293.00 
V 資本からの利子 5296.22 
VI その他 667.00 

支出総額 921268.72 
収支

　収入全体………………………………… *1012695.47

　支出全体…………………………………
**915700
921268.72 

　　　　　　　残額………………………
*91426.75
**915700

　残額内訳
　　a）5％ドイツ帝国債………………… 915700.00 
　　b）現金 ……………………………… 91426.75 
　　　　（�うち47100マルクは、オストバ

ンクでの有利子負債）
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Ⅱ
で
は
、
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
博
物
館
設
立
問
題
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
ヒ
ン
デ
ン

ブ
ル
ク
は
、
タ
ン
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
戦
い
の
勝
利
に
よ
り
、「
英
雄
」
と
な
っ
た
。
ヒ

ン
デ
ン
ブ
ル
ク
が
ポ
ー
ゼ
ン
市
で
生
誕
し
た
こ
と
か
ら
、
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
は
ポ
ー

ゼ
ン
市
・
ポ
ー
ゼ
ン
数
が
生
ん
だ
「
英
雄
」
と
い
う
扱
い
と
な
り
、
シ
ン
ボ
ル
と

な
っ
て
い
っ
た
。
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
博
物
館
も
そ
の
一
環
で
あ
り
、
州
議
会
も
そ
の

一
部
の
資
金
を
担
っ
た
こ
と
か
ら
、「
英
雄
と
し
て
の
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
」
の
形
成

に
一
役
買
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ポ
ー
ゼ
ン
州
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
も
多
数
居

住
し
て
お
り
、
ド
イ
ツ
を
強
調
す
る
シ
ン
ボ
ル
形
成
に
は
、
ポ
ー
ゼ
ン
市
議
会
で
は

異
議
が
唱
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ポ
ー
ゼ
ン
州
議
会
で
は
、
そ
の
よ
う
な
異
議

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
注
目
に
値
し
、
今
後
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

Ⅲ
で
扱
っ
た
戦
時
共
済
金
庫
は
、
戦
争
に
出
征
し
た
兵
士
と
そ
の
家
族
に
対
し

て
、
金
融
的
信
用
を
供
与
す
る
た
め
に
設
立
が
目
指
さ
れ
た
州
が
運
営
す
る
新
し
い

組
織
で
あ
る
。
こ
の
戦
時
共
済
金
庫
の
信
用
の
主
体
は
、
国
家
お
よ
び
州
で
あ
る
の

だ
が
、
貸
付
を
実
際
に
行
う
の
は
都
市
や
郡
と
い
っ
た
州
の
下
の
レ
ベ
ル
の
共
同
体

で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
戦
時
共
済
金
庫
に
特
徴
的
な
の
は
、
個
人
へ
の
貸
付
か
ら
は

返
済
が
完
全
に
は
行
わ
れ
な
い
こ
と
を
見
越
し
て
、
約
一
五
％
の
返
済
免
除
を
実
質

的
に
認
め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
最
初
か
ら
、
国
家
や
州
に
は
損
害
が
生

じ
る
こ
と
を
厭
わ
な
い
で
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
国
家
や
州
の
金
融

的
な
信
用
を
損
ね
る
可
能
性
が
極
め
て
高
か
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
戦

争
の
勝
利
を
前
提
と
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
リ
ス
ク
を
受
け
入
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。し

か
し
、
戦
時
共
済
金
庫
の
設
立
の
た
め
の
動
き
が
な
さ
れ
て
い
る
時
期
は
、
す

で
に
戦
争
が
長
期
化
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
戦
争
公
債
が
数
度
発
せ
ら
れ
、
そ

の
た
び
に
州
は
そ
の
信
用
組
織
で
あ
る
州
共
済
金
庫
を
通
じ
て
、
多
額
の
戦
争
公
債

を
購
入
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
す
で
に
こ
の
時
点
で
、
州
の
信
用
能
力
が
限
界
に

達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
州
そ
の
も
の
、
州
共
済
金
庫
以
外
で
、
州
の

管
轄
下
に
あ
り
、
か
つ
、
金
融
的
信
用
能
力
を
持
っ
た
組
織
で
あ
る
州
火
災
保
険
組

合
と
ラ
ン
ト
保
証
機
構
を
動
員
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
で
は
、
戦
時
共
済
金
庫
の
設
立
構
想
は
、
当
初
か
ら
難
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

戦
時
共
済
金
庫
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
た
の
か
、
そ
も
そ
も
実
際
に
運
営
さ
れ

た
の
か
は
、
州
議
会
の
史
料
上
で
は
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、
実
際
の
戦
争
は
、
ド

イ
ツ
帝
国
の
敗
北
に
終
わ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ポ
ー
ゼ
ン
州
議
会
は
消
滅
す
る
こ

と
と
な
る
。
ポ
ー
ゼ
ン
州
で
あ
っ
た
地
域
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
第
二
共
和
国
の
ポ
ズ
ナ

ン
県
（W

ojew
ództw

o poznańskie

）
の
一
部
と
な
る
が
、
そ
の
代
表
機
関
、
お
よ

び
、
同
地
域
の
社
会
・
経
済
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
か
は
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。

注（
1
）	

拙
稿
「
一
般
ラ
ン
ト
行
政
法
下
の
ポ
ー
ゼ
ン
州
議
会
と
州
行
政
（
一
八
八
九
年
～
一
九
一

八
年
）」『
青
山
史
学
』
三
九
号
（
二
〇
二
一
年
）。
史
料
や
先
行
研
究
に
つ
い
て
も
参
照
の

こ
と
。

（
2
）	
拙
稿
「
一
般
ラ
ン
ト
行
政
法
（
一
八
八
三
年
）
下
の
ポ
ー
ゼ
ン
州
体
制
」『
青
山
史
学
』
三

七
号
（
二
〇
一
九
年
）、
六
四
頁
表
参
照
。

（
3
）	

ポ
ー
ゼ
ン
州
の
歴
代
の
州
長
官
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
年
号
は
任
期
。
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一�

八
一
五
～
一
八
二
四
：
ヨ
ゼ
フ
・
フ
ォ
ン
・
ツ
ェ
ル
ボ
ー
ニ
・
デ
ィ
・
ス
ポ
セ
ッ
テ
ィ

（Joseph von Zerboni di Sposetti

）

	

一
八
二
五
～
一
八
三
〇
：
テ
オ
ド
ア
・
フ
ォ
ン
・
バ
ウ
マ
ン
（Theodor von B

aum
ann

）

	

一�

八
三
〇
～
一
八
四
〇
：
エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
フ
ロ
ッ
ト
ヴ
ェ
ル
（Eduard von 

Flottw
ell

）

	

一�

八
四
〇
～
一
八
四
二
：
ア
ド
ル
フ
・
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ア
ル
ニ
ム-

ボ
イ
ツ
ェ
ン

ブ
ル
ク
（A

dolf H
einrich von A

rnim
-B

oitzenburg

）

	

一�

八
四
三
～
一
八
五
〇
：
カ
ー
ル
・
モ
ー
リ
ッ
ツ
・
フ
ォ
ン
・
ボ
イ
ル
マ
ン
（C

arl M
oritz 

von B
eurm

ann

）

	

一�

八
五
〇
～
一
八
五
一
：
グ
ス
タ
フ
・
フ
ォ
ン
・
ボ
ニン
（G

ustav von Bonin

）

	

一�

八
五
一
～
一
八
六
〇
：
オ
イ
ゲ
ン
・
フ
ォ
ン
・
プ
ッ
ト
カ
マ
ー（Eugen von Puttkam

er

）

	

一
八
六
〇
～
一
八
六
二
：
グ
ス
タ
フ
・
フ
ォ
ン
・
ボ
ニ
ン
（
二
期
目
）

	

一
八
六
二
～
一
八
六
九
：
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
ホ
ル
ン
（K
arl von H

orn

）

	

一�

八
六
九
～
一
八
七
三
：
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
マ
ル
ク
（O

tto von K
önigsm

arck

）

	

一�

八
七
三
～
一
八
八
六
：
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
バ
ル
ス
ト
ウ
・
フ
ォ
ン
・
ギ
ュ
ン
タ
ー（W

illiam
 

B
arstow

 von G
uenther

）

	

一�

八
八
六
～
一
八
九
〇
：
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ツ
ェ
ド
リ
ッ
ツ
＝
ト
ゥ
ル
ッ
ツ
シ
ェ

ラ
ー（R

obert von Zedlitz-Trützschler

）

	

一�

八
九
〇
～
一
八
九
九
：
フ
ー
ゴ
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ィ
ラ
モ
ヴ
ィ
ッ
ツ
＝
メ
ー
レ
ン
ド
ル
フ

（H
ugo von W

ilam
ow

itz-M
oellendorff

）

	

一�

八
九
九
～
一
九
〇
三
：
ル
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ビ
ッ
テ
ル
（
子
）（R

udolf von B
itter 

der Jüngere

）

	

一
九
〇
三
～
一
九
一
一
：
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
ル
ド
ウ
（W

ilhelm
 von W

aldow

）

	

一
九
一
一
～
一
九
一
四
：
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
コ
プ
フ
（Philipp Schw

artzkopff

）

	

一
九
一
四
～
一
九
一
八
：
ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ル
ト
＝
ロ
ー
テ
（H

ans von 

Eisenhart-R
othe

）

（
4
）	 PLT 9, S. 3-4. 

な
お
、
第
九
回
州
議
会
議
事
録
はVerhandlungen und Adhibenda der zur 

W
ahrnehm

ung der P
rovinzial-Vertretung berufenen provinzialständischen 

Versam
m

lung des G
roßherzogthum

s Posen (N
eunter Provinzial=Landtag) (Posen, 

1852)

で
あ
る
が
、
他
の
回
は
、Verhandlungen des …

 en Provinzial-Landtages der 

Provinz Posen im
 Jahre …

　

と
い
っ
た
タ
イ
ト
ル
を
持
っ
て
お
り
、
以
下
で
は
、PLT …

 

と
略
す
。
第
九
回
州
議
会
議
事
録
も
他
の
回
と
同
様
にPLT 9

と
示
す
。

（
5
）	 PLT 15, S.17-20.

（
6
）	 PLT 16, S.16-18.

（
7
）	 PLT 46, S.7-9.

（
8
）	 PLT 46, S.10-11.

（
9
）	 PLT 47, S.8-10.

（
10
）	 PLT 48, S.7-9.

（
11
）	 PLT 49, S.8-10.

（
12
）	 PLT 46, S.44. Vorlagen für den 46sten Provinziallandtag der Provinz Posen （Vorlagen 

PLT 4‌6

と
略
す
。）, B

d.2, S.189-190.

（
13
）	 Zygm

unt K
aczm

arek, Spraw
a Paula von H

indenburga. K
ronika M

iasta Poznania, 

1995 N
r.4, s.378-379.

（
14
）	 K

aczm
arek, s.379-380.

（
15
）	 A

ndrzej W
ojtkow

ski. H
um

orystyczny epizod w
 historji poznańskiego m

uzeum
 im

. 

H
indenburga. K

ronika M
iasta Poznania, 1932, N

r 2-3,, s.289-291.
（
16
）	 PLT 47, S.41-42.

（
17
）	 PLT 47, S.65.

（
18
）	 PLT 47, S.46.

（
19
）	 PLT 47, S.66.
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（
20
）	 PLT 47, S.34-41.

（
21
）	 PLT 47, S.34-35.

（
22
）	 PLT 47, S.36-41.

（
23
）	 PLT 47, S.64-65.

（
24
）	 PLT 48, S.41-43.

（
25
）	 PLT 48, S.74.

（
26
）	

拙
稿
「
一
般
ラ
ン
ト
行
政
法
下
の
ポ
ー
ゼ
ン
州
議
会
と
州
行
政
（
一
八
八
九
年
～
一
九
一

八
年
）」
三
一
―

三
六
頁
。
特
に
、
三
六
頁
の
表
3
―

4
参
照
。
州
長
官
は
、
戦
争
公
債
は
八

回
で
一
〇
〇
〇
万
マ
ル
ク
、
と
し
て
い
る
が
、
一
九
一
七
年
三
月
三
一
日
の
貸
借
対
照
表

で
は
、
第
五
回
ま
で
で
あ
り
、
こ
の
時
点
で
約
八
三
〇
万
マ
ル
ク
で
あ
る
。

（
27
）	 PLT 49, S.18.

（
28
）	 PLT 49, S.47.

（
29
）	 Vorlagen für den 49sten Provinziallandtag der Provinz Posen 

（Vorlagen PLT 4‌9

と
略

す
。）, B

d.1, S.106-107.

（
30
）	 Vorlagen PLT 49-1, S.106-107.


